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皆様，年賀状を今年は出しましたでしょうか．
昨年 12 月初めのころから「昨今のデジタル環境へ
の移行および地球環境への配慮から，来年以降の年始
のご挨拶を控えさせていただくことにいたしました．」
というはがきが多くの泌尿器科学教室から私の教室に
届けられました．われわれの業界に限らず，近年特に
若い人の年賀状の送付数は減少の一途を辿っています．
デジタル技術の進化やソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス（SNS）の普及により，人々のコミュニ
ケーションのスタイルが大きく変わりつつあります．
電子メールやメッセージアプリを利用することで瞬時
に相手にメッセージを伝えることができるようになり，
これも手紙やはがきを使った伝統的なやり取りが次第
に減少しています．仕事や日常生活の忙しさからくる
時間の制約も，手書きの年賀状を送る意欲を削り落と
している一因となるようです．
また，郵便料金の大幅値上げが現実味を帯びてきま
した．25 g 以下の封書が 84 円から 110 円に，はがき
も 63 円から 85 円に値上げされるようです．総務省は

昨年末の情報通信行政・郵政行政審議会に諮問しまし
た．同時にユニバーサルサービス制度の見直しも考え
られているようです．ユニバーサルサービス制度は，
手紙やはがきを日本全国どこに出しても同料金という
一見便利なものですが，これは電子メールやメッセー
ジアプリが得意とするところで，1 枚でも端から端ま
で人が運ぶ人件費の塊のような郵便は無理なような気
がします．

一方で年賀状は依然として一部の人にとっては特別
な存在です．手書きの温かみや伝統的な美しさを重視
する方もいます．こうした人は手間暇をかけてでも大
切な人へ年始の挨拶を伝えたいと考えていることがう
かがえます．今後もテクノロジーの進展やライフスタ
イルの変化に伴い年賀状の送付状況は変動し続けると
思われます．
しかしまだ自分は，年賀状を多くの先輩方を含めて

出している関係で，すっぱり止める勇気がありません．
また今年も漫然と皆様に年賀状を出してしまいました．

（近藤幸尋）
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